令和6年度事業報告書
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで
特定非営利活動法人NetworkStationまつろ
＜活動報告＞
　Networkstationまつろの目的は、唐津市・東松浦郡の地域内で活動するCSOに対して、CSO活動に関する支援事業を行うことにより、まちづくり活動の創造的発展、また地域社会の発展に寄与することです。活動の種類として、まちづくりの推進を図る活動、経済活動の活性化を図る活動、CSO活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動が挙げられます。
　令和6年度は、次のような事業を行いました。
今年度は、定例会を2回開催しました。
9月には、「Network Station まつろの歩み」をテーマに
初代理事長：岩本真二氏、二代目理事長：森田淳氏、三代目理事長：加藤博彦氏、五代目理事長：中山亘氏の歴代理事長4名より、立ち上げから現在に至るまでの活動についてお話しをお聞きする事が出来ました。これからも初心を忘れぬよう、折に触れてお話しの機会を設けたいと思います。
3月には、『唐津市の総合計画及び人口動向』について、唐津市役所市政戦略課係長古賀大和氏、市政戦略課主査犬丸裕章氏をお招きし、唐津市の現状及びこれからの人口動向のお話しを伺う事が出来ました。また、1月の市議会議員選挙において、当会より唐津市議会議員2名、古賀博文氏・中山亘氏選出されましたので、3月定例会本会議を終えてからの感想やこれかの意気込みについて語って頂きました。これからに期待したいところです。
CSO団体の会合場所及び事務局機能の提供、運営に関する事業では、ＮPO法人唐津Switch・ＮPO法人博心館は経理業務全般及び相談、NPO法人KANNEは場所の提供及び相談、唐松地域づくり協議会・唐津よかもん振興会は事務局機能全般の業務を行いました。また、唐松地域づくり協議会では、3月8日に情報交換交流会を開催し、協議会からは16名、来賓11名の参加がありました。「島の中と外から考える地域おこし」〜島おこしから地域おこしのヒントを！〜と題し、唐津市地域おこし協力隊の椎葉陽一氏、高島より野﨑清美氏、松島より宗秀明氏をお招きし、実践されている島おこし活動やこれからの計画・課題などをお聞きしました。ご来賓の脇山伸太郎町長は、懇親会までお付き合い頂き、とても有意義な情報交換交流会となりました。
　また、定期的に「レクリエーションの森部会」や「唐津みなとまちづくり懇話会」・「唐津地区での災害ボランティアネットワークづくりに関する意見交換会」などに参加をしています。　
　Networkstationまつろは、CSO（市民社会組織）の中間支援組織として大好きなふるさと唐津を未来の子どもたちに「正しく受け継ぎ進化させて引き継ぐ」ために、会員がお互いを尊重し全員参加で共感・協働していつも明るく元気に愉快に活動していきます。
また、常に地域に良い影響を発信できる唐津には無くてはならないまちづくり組織になれるようこれからも会員みんなで勉強・研究を重ねていきたいと思います。
2．事業の実施に関する事項
	事業名（定款に
記載した事業）
	具体的な業務内容
	A：実施日時
B：実施場所
C：従事者の人数
	D：受益対象
の範囲
E：人数
	事業費の
金額
(単位：円)

	CSO団体の会合場所及び事務局機能の提供、運営に関する事業
	・会合場所の管理運営及び事務局代行サービス
（ＮPO法人唐津Switch、ＮPO法人博心館、NPO法人KANNE、唐松地域づくり協議会、唐津よかもん振興会）
	A:通年

B：NetworkStation

まつろ
C：63名
	D:唐津市及び

東松浦郡

E:市民及び
団体
	2,000,482

	CSO団体間の交流と活動支援に関する事業
	・HP、ラジオでの情報発信及びCSO活動へのアドバイス、コーディネート
・団体との協働

・NPO法人設立申請相談
	A:通年

B：NetworkStation

まつろ
C：65名
	D:唐津市及び

東松浦郡

E:市民及び
団体
	0

	ボランティアスタッフの拡大に関する事業
	実施なし
	A:

B：
C：
	D: 
E: 


	0

	人口減少に伴う地域問題の解決に関する事業
	実施なし
	A: 
B：
C：
	D: 
E: 


	0

	その他、会の目的達成のために必要な事業
	・事務局業務受託
（ＦＭからつ、早稲田佐賀中学校高等学校後援会）
・佐賀県より事業受託
（CSO提案型協働創出事業）
	A:通年

B：NetworkStation

まつろ、早稲田佐賀中学校高等学校

C：65名
	D:唐津市及び

東松浦郡

E:市民及び
団体
	2,048,113


特定非営利活動に係る事業
2

